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古典流体力学において古くから知られている流体不安定性のいくつかが、量

子流体においても発現することが最近理論的に示されている。これらの研究に

ついて概観するとともに、量子流体における渦の量子化が流体不安定性とその

ダイナミクスにどのような効果をもたらすかを議論する。	 

	 一様な流れの中に円柱上の障害物を置くと、レイノルズ数の増加にともなっ

て層流の状態が不安定となりカルマン渦が発生することが古典流体力学で知ら

れている。量子流体においても類似した現象が見られることを示す[1]。	 

	 また、２種類の流体が互いに押し合ったり、異なる速度で流れると、レイリ

ー・テイラー不安定性やケルビン・ヘルムホルツ不安定性といった界面不安定

性が生じることが古典流体力学で知られている。２成分からなる量子流体でも

同様な状況を設定すると、これらの不安定性が現れることを示す[2,3]。	 

	 その他、量子流体分野で知られている流体不安定性について、出来る限り紹

介したい。また、ボース・アインシュタイン凝縮体を用いてこれらの流体不安

定性を観測する方法についても議論する。	 

図	 左から量子流体におけるカルマン渦、レイリー・テイラー不安定性、ケルビ

ン・ヘルムホルツ不安定性	 
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